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１．はじめに 

近年、団塊世代の退職に伴い教員の大量採用が始まり、

全体に対する若手教師の割合が増えており、新任教員を

含めた若手教員に焦点化した研究は多い。Schein(1968 )

は「新しいメンバーが、その組織あるいはグループの価

値システムや規範、要求されている行動パターンを学び、

適合していくプロセス」で取り上げられる初期適応課題

をリアリティショック(以下 RS)と定義している。尾形

（2012）は、RS の要因と遭遇する現実の組み合わせに

よりRS を３つに分類し、中でも組織参入前に厳しい現

実を把握し厳しい現実が待っているという覚悟をしてい

るにも関わらず、予想を超える過酷な現実に遭遇する「専

門職型RS」の存在を明らかにしている。要するにRSは、

就職した労働者における期待と現実との間に生まれるギ

ャップにより衝撃を受けることである。学校では、組織

内外にて公に支援を受ける１年目教員はRS を素通りし、

公の支援がなくなる２年目教員においてRS に直面して

いるのではないかと考えられる。若手教員と一括りにし

ている研究が多い中で、脇本(2012)は初任者と２年目教

員の困難経験を分けて調査している研究もあるが、2 年

目教員に焦点をあてた研究は多くはない。 

 

２．学校の課題と研究の目的 

採用1年目の初任者は校内外の研修が制度化されてい

るのに対し、2年目教員には２日間の校外研修はあるが、

校内での公の研修等の支援はほとんどないのが現状であ

る。 

そこで、本研究ではこれまで若手教員(諸説あるが1～

5 年目)として一括りにされることが多かった２年目教

員に焦点をあて、直面している困難を明らかにする。そ

して、２年目教員が、RSを乗り越えるためには校内でど

のような活動や場を確立することが望ましいのかについ

て実践を通して明らかにすることを目的とする。 

 

３．課題解決の方法 

尾形（2007）は「専門職型 RS」の解決方法として組

織参入後の「組織内キャリアカウンセリング」と「教育

制度」の重要性を述べている。２年目教員におこる RS

を解決するべく、若手教員の研修会という「教育制度」、

職場内の年齢の近い者同士で悩みを語ったり解決したり

する「組織内キャリアカウンセリング」の２つの機能を

持ち合わせているものが、横浜市が行っている「チーム

メンタリング」である。メンターチームは、経験年数の

近い教員（２年目～７年目）８名の参加を基本として、

企画会（管理職・総括教諭・学年主任など）と同時並行

で月一度程度行った。 

 

４．結果・考察  

 「教育制度」の機能としては、研修内容を参加者自身

が決定することで、必要性の高い研修となり、その後実

践する姿がみられた。研修形態では、相互に教え合った

り、自身が体験したりすることで、より主体的な取り組

みになった。「組織内キャリアカウンセリング」の機能

としては、研修のはじめと終わりに「一言タイム」で自

由に話す場と時間を確保したことで、本音での語りや活

発な意見交換が研修内でも見られた。また、7年目（2校

目）の教員の参加により、助言やアドバイス、そして時

には褒めたり認めたりするような言葉をかけてもらえ、

若手教員の支えとなり励みとなった。 

 2 年目教員にとってメンターチームでの活動が、困難

度が増すことなく同僚性を高め、リアリティショックの

支援として機能したといえよう。 
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